
18

古
雑
誌
市
の
開
催

1008437　
雑
誌
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
無

料
で
配
布
し
ま
す
。

と
き
　
６
月
12
日
（
日
）
午
後
２

時
～
４
時

と
こ
ろ
　
テ
ラ
ス
沼
田
１
階
多
目

的
ス
ペ
ー
ス

そ
の
他
　
入
場
制
限
を
行
う
場
合

が
あ
り
ま
す

問
合
せ
　
図
書
館
☎
２
２
・
０
５

５
０

　
ふ
る
さ
と
の
自
然
や
歴
史
に
つ

い
て
、
感
じ
た
こ
と
や
体
験
し
た

こ
と
を
詩
や
作
文
に
し
て
応
募
し

て
く
だ
さ
い
。

応
募
作
品
　
詩
・
作
文
（
各
部
門

１
人
１
作
品
。
４
０
０
字
詰
め
原

稿
用
紙
５
枚
以
内
で
自
作
の
未
発

表
作
品
）

応
募
部
門
　
小
学
生
　
詩
・
作
文

の
部
／
中
学
生
　
詩
・
作
文
の
部

応
募
期
限
　
９
月
16
日
（
金
）

応
募
作
品
の
取
り
扱
い
　
応
募
作

品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。
応
募
の
際

に
提
供
さ
れ
た
個
人
情
報
は
、
ふ

文
化
祭
参
加
団
体
募
集

1010055　
11
月
に
開
催
さ
れ
る
「
第
46
回

県
民
芸
術
祭
協
賛
第
69
回
沼
田

市
文
化
祭
」
で
、
団
体
・
サ
ー
ク

ル
活
動
の
成
果
を
発
表
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

と
き
　
11
月
４
日（
金
）～
６
日（
日
）

と
こ
ろ
　
テ
ラ
ス
沼
田
１
階
、
利

根
沼
田
文
化
会
館
ほ
か

申
込
期
限
　
６
月
23
日
（
木
）

申
込
み
・
問
合
せ
　
生
涯
学
習

課
市
民
文
化
推
進
室
☎
内
線

３
３
２
７

第
19
回
お
の
ち
ゅ
う
こ
う

ふ
る
さ
と
文
学
賞
作
品
募
集

る
さ
と
文
学
賞
に
関
し
て
使
用
す

る
ほ
か
、
市
の
発
行
物
な
ど
に
掲

載
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

申
込
み
・
問
合
せ
　
生
涯
学
習
課

市
民
文
化
推
進
室
☎
内
線
３
３
２

７
、
白
沢
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
☎
５
３
・
２
２
９
１

ぬ
ま
た
ブ
ラ
ン
ド
農
産
物

を
募
集

1002631　
沼
田
市
産
農
産
物
の
消
費
拡
大

と
イ
メ
ー
ジ
向
上
、
ブ
ラ
ン
ド
の

確
立
を
図
る
た
め
、
安
心
・
安
全

で
お
い
し
い
え
り
す
ぐ
り
の
農
産

物
と
加
工
品
を
、
ぬ
ま
た
ブ
ラ
ン

ド
農
産
物
と
し
て
認
証
し
ま
す
。

　
認
証
商
品
は
市
ブ
ラ
ン
ド
認
定

品
と
し
、
類
似
品
や
他
産
地
と
の

差
別
化
が
図
れ
る
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
メ
リ
ッ
ト
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

申
込
み
・
問
合
せ
　
10
月
31
日

（
月
）
ま
で
に
農
林
課

農
業
振
興
係
☎
内
線

５
０
１
７

生
涯
学
習
講
座
（
前
期
）

初
心
者
向
け
書
道
教
室

1011011と
き
　
８
月
25
日
、
９
月
１
日
・

８
日
・
15
日
・
22
日
・
29
日
、
10

月
６
日
・
13
日
・
20
日
・
27
日
の

木
曜
日
（
全
10
回
）
午
後
７
時
～

９
時

と
こ
ろ
　
テ
ラ
ス
沼
田
６
階
市
民

活
動
セ
ン
タ
ー

講
師
　
星
野
青
龍
さ
ん

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
の
人

定
員
　
15
人

費
用
　
新
規
１
０
０
０
円
、
継
続

５
０
０
円
（
初
回
に
集
金
）

申
込
方
法
　
６
月
14
日
（
火
）
か

ら
電
話
　

申
込
み
・
問
合
せ
　
生
涯
学
習
課

市
民
文
化
推
進
室
☎
内
線
３
３
２
７

女
性
限
定

浴
衣
の
着
付
け
教
室

1012079と
き
　
７
月
15
日
（
金
）
午
後
７

時
～
９
時

と
こ
ろ
　
テ
ラ
ス
沼
田
６
階
市
民

活
動
セ
ン
タ
ー

講
師
　
貝
瀬
久
代
さ
ん

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
の
人
で
、

高
校
生
以
上
の
女
性

定
員
　
10
人

費
用
　
無
料

申
込
方
法
　
６
月
15
日
（
水
）
か

ら
電
話
　

申
込
み
・
問
合
せ
　
生
涯
学
習
課
市

民
文
化
推
進
室
☎
内
線
３
３
２
７

高
齢
者
・
初
心
者
し
あ
わ
せ

ド
ラ
イ
ブ 

参
加
者
募
集

1012074　
８
月
１
日
（
月
）
か
ら
12
月
31

日
（
土
）
ま
で
の
期
間
中
、
安
全

運
転
の
励
行
に
よ
り
無
事
故
・
無

違
反
を
目
指
す
コ
ン
テ
ス
ト
の
参

加
者
を
募
集
し
ま
す
。

参
加
資
格
　
県
内
在
住
の
日
常
的

に
車
や
バ
イ
ク
を
運
転
す
る
人
に

よ
る
チ
ー
ム
（
３
人
１
組
）
で
、

次
の
①
か
ら
②
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
人
を
１
人
以
上
含
む
こ
と

①
今
年
８
月
１
日
現
在
で
65
歳
以

上
の
人

②
初
心
運
転
者
で
、
昨
年
８
月
２

日
か
ら
今
年
８
月
１
日
ま
で
に
、

新
規
に
普
通
免
許
ま
た
は
準
中
型

免
許
を
取
得
（
見
込
み
含
む
）

参
加
費
　
無
料

そ
の
他
　
無
事
故
無
違
反
達
成
チ

ー
ム
は
特
別
賞
（
抽
選
）、
期
間
中

に
運
転
免
許
証
を
返
納
し
た
人
の

中
か
ら
特
別
賞
と
は
別
に｢

安
全

運
転
お
疲
れ
様
で
し
た
賞｣

（
抽
選
）

応
募
方
法
　
７
月
８
日
（
金
）
ま

で
に
申
込
書
（
地
域
安
全
課
、
白

沢
・
利
根
支
所
、
各
地
区
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
設
置
）
を
郵

送
（
〒
３
７
１ｰ

８
５
７
０
前
橋

市
大
手
町
１
・
１
・
１
）
ま
た
は
持

参
、
メ
ー
ル
（kotsu

a
n
ze
n
@

p
re
f.g
u
n
m
a
.lg
.jp

）
で
県
道
路

管
理
課
し
あ
わ
せ
ド
ラ
イ
ブ
係
へ

問
合
せ
　
県
道
路
管
理
課
☎

０
２
７
・
２
２
６
・
２
３
８
８

新
規
学
卒
就
職
者
研
修
会

1007044　
利
根
沼
田
地
区
の
事
業
所
へ
就

職
し
た
新
規
学
卒
就
職
者
を
激
励

し
、
早
期
離
職
の
防
止
、
地
域
へ

の
定
着
と
貢
献
を
目
的
に
、
研
修

会
を
開
催
し
ま
す
。

と
き
　
７
月
12
日
（
火
）
午
前
９

時
30
分
開
会

と
こ
ろ
　
テ
ラ
ス
沼
田
５
階
議
場

（
Ｗ
ａ
ｌ
ｔ
ｚ
ホ
ー
ル
）

対
象
　
今
年
３
月
に
学
校
を
卒
業

し
、
沼
田
地
域
の
事
業
所
へ
就
職

し
た
人

定
員
　
80
人

申
込
期
限
　
６
月
17
日
（
金
）　

申
込
み
・
問
合
せ
　
産
業
振
興
課

商
工
振
興
係
☎
内
線
５
０
０
５

募

　
　集
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家庭から出る二酸化炭素の排出量の約４分の１が
自動車の利用によるものです。自動車は私たちの
生活に欠かせませんが、ちょっとした心掛けや工夫
で燃料代を節約でき、地球温暖化防止につなげる
ことができます。

　

　

ふんわりアクセル「eスタート」

車間距離にゆとりを  加速・減速の少ない運転

目指そう目指そう

ゼロカーボンシティぬまたゼロカーボンシティぬまた

問合せ　環境課環境政策係☎内線３０７１

信号が変わるなど停止することが
分かったら、早めにアクセルから足
を離しましょう。エンジンブレーキ
が作動し、約２％燃費が改善します。
減速や坂道を下るときにもエンジンブレーキを
活用しましょう。

減速時は早めにアクセルを離そう

1002406

　 ＜自動車以外の移動手段も活用＞
　 移動距離や目的に合わせて電車、バス、自転車、　　　　　　
　 徒歩などを取り入れましょう。自動車と比べて公
　 共交通機関は１人当たりの二酸化炭素排出量が
　 少なく、地球に優しい乗り物です。

※他にも｢エアコンの使用を適切にする｣、｢無駄な
アイドリングはやめる｣、｢不要な荷物を下ろす｣な
どを心掛けましょう。

発進時は穏やかにアクセルを踏みましょ
う（最初の５秒で、時速20km程度が目
安）。約10％の燃費が改善します。 

一定の速度を心掛けましょう。
車間距離が短くなると、無駄な
加速や減速が多くなり、市街地
では２％、郊外では６％も
燃費が悪化します。

補
助
・
助
成

沼
田
市
不
育
症
治
療
費

助
成
事
業

1007664　
不
育
症
治
療
を
受
け
て
い
る
夫

婦
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
、
医
療
費
の
一
部
を
助
成
し
ま

す
。
　

対
象
　
次
の
①
②
の
両
方
に
該
当
　

①
法
律
上
の
婚
姻
関
係
に
あ
る
夫

婦
で
、
市
内
に
１
年
以
上
住
所
を

有
す
る
人

②
市
税
な
ど
の
滞
納
を
し
て
い
な

い
医
療
保
険
加
入
者

助
成
の
範
囲
　
▽
医
師
が
認
め
た

不
育
症
治
療
▽
医
療
保
険
診
療
お

よ
び
医
療
保
険
適
用
外
の
費
用

助
成
内
容
　
本
人
負
担
額
の
２
分

の
１
（
限
度
額
年
額
20
万
円
）

※
助
成
金
の
交
付
は
、
１
年
度
に

つ
き
１
回
と
し
、
通
算
５
回
を
限
度

問
合
せ
　
健
康
課
保
健
係
☎
内
線

３
１
６
９

　
刺
傷
被
害
を
未
然
に
防
止
す
る

た
め
、
ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣
駆
除
費

用
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
　
市
内
在
住
の
人
（
事
業
所

は
対
象
外
）

条
件
　
市
内
の
一
般
住
宅
お
よ
び

福

　
　祉

　
車
い
す
や
ブ
ラ
イ
ン
ド
ウ
オ
ー

ク
な
ど
の
疑
似
体
験
と
介
助
を
学

び
、
学
校
の
福
祉
体
験
学
習
サ
ポ

ー
タ
ー
と
し
て
活
動
し
ま
せ
ん
か
。

福
祉
教
育
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
習
会

ス
ポ
ー
ツ

第
42
回
沼
田
市
民

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣

駆
除
に
助
成

1002439

そ
の
敷
地
内
と
し
、
専
門
の
駆
除

業
者
に
依
頼
し
た
ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣

助
成
額
　
駆
除
料
金
の
２
分
の
１

（
限
度
額
１
万
５
０
０
０
円
）

問
合
せ
　
市
環
境
保
健
協
議
会
事

務
局
（
環
境
課
廃
棄
物
係
内
）
☎

内
線
３
０
７
４

と
き
　
７
月
14
日
（
木
）
午
前
10

時
～
午
後
４
時

と
こ
ろ
　
白
沢
創
作
館

受
講
料
　
無
料

定
員
　
20
人

申
込
期
限
　
７
月
11
日
（
月
）

そ
の
他
　
フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル
、
昼

食
持
参
、
動
き
や
す
い
服
装

問
合
せ
　
社
会
福
祉
協
議
会
☎

２
５
・
３
２
６
７

と
き
　
７
月
17
日
（
日
）
午
前
８

時
30
分
開
会
（
雨
天
中
止
）

と
こ
ろ
　
運
動
公
園
サ
ブ
グ
ラ
ウ

ン
ド

参
加
資
格
　
市
内
在
住
、
在
勤
ま

た
は
在
学
の
中
学
生
以
上
で
構
成

し
た
チ
ー
ム

チ
ー
ム
編
成  
監
督
、
コ
ー
チ
、
ス

コ
ア
ラ
ー
、
選
手
の
計
20
人
以
内
　

そ
の
他
　
代
表
者
会
議
に
必
ず
出

席
（
Ｚ
Ａ
Ｃ
Ｒ
Ｏ
Ｓ
ア
リ
ー
ナ
ぬ

ま
た
７
月
５
日
（
火
）
午
後
７
時
）

申
込
方
法
　
６
月
24
日
（
金
）
ま

で
に
Ｚ
Ａ
Ｃ
Ｒ
Ｏ
Ｓ
ア
リ
ー
ナ
ぬ

ま
た
、
ま
た
は
白
沢
・
利
根
地
区

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
へ

問
合
せ
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
沼
田
市
体

育
協
会
☎
２
４
・
９
４
４
４

○「エコドライブ」を心掛けて燃費を向上
エコドライブは燃料消費量や二酸化炭素排出量を
減らし、地球温暖化防止につなげる運転技術や心
掛けです。燃料消費量が少ない運転はお財布に優
しく同乗者も安心できます。
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